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ても一応生育・成熟することが分った・

ou加用は組付から生育初期に特忙影響がみられ，著

しいのは活着不良を示した・しかし5ppmは勿論50ppm

でも活着後は比較的順調に生育した・設計外で行った活

着後300ppmOu加用でも出穂し約劣が稔実した・

a Cu加用で栽培すると分けつ盛朋頃から水稲の株

の水際附近の葉鞘に紋枯病斑K似た黒褐色の斑紋があら

ゎれ，euが高濃度な程その色彩は鮮明で形も大きい・

3・水稲の養分吸収に変化が起きる・：MnO・F0．0，の

吸収抑制がある・排水するとP－0．●ち0　とも阻吸収が

抑制され，打は排水・無排水とも忙吸収抑制を受けず，

むしろ増加する．

ム　併し水稲の生育収量に及ぼす影響は必ずしもCu

漢匿が多い程，ひどいとも云えない・

排水区ではOu－0区が最も良好であるが，Cu添加区

では濃度の大の方が良かった・

丘．資材添加の効果は排水区の馳ppm区では各資材

共明らかに認められた．その他の条件では明らかでない．

しかし鉄，珪カル加用は多くの場合忙効果があった．こ

とに石灰，緑肥加用吐初期生育を抑制し，生育には却て

悪影響を与えた傾向がある，併し緑肥加用は後期持直し

もみ収量には好結果を与える場合が多い．

6．水溶性Cllの減少は助．の低下と同じ傾向にあわ，

水溶性Ollの少ないのは緑肥・鉄珪酸加用であり，石灰

やベントナイトは減少の雀荘が小さい．

畑苗代におけるいもち病発生機構について

渡　　部

（岩手県農試）

東北地方の各地で畑苗代の普及に伴い．古いもち病の

発生が目立ってさている．この発生原因，機構等Ⅵつい

ては目下検討中であるが，これまでに判明した点につh

て概要を報告する．不試験は昭鉱一軸年に実施したもの

で，一部は北日不病害虫研究会l昭租）に発表した．

1　伝染源と感染時期

1．ビニール被覆期間の伝染源

播種時からビニールのすそあげ，或は除去時までの期

間は床内はビニールで密閉され外界から蓮断されている

から，この観の伝染源としては①．保菌種子，⑳．支柱

結束用表わ等が考えられる．

¢）発病は場産種子の播種と発病との関係

昭鮎，粗餐に前年ほいもち病多発田から採種したオオ

トリを無消毒区，消毒区トルベロニ／6T／10上，8時間，

液温』一鳩で】K分け，常岳通力播種し管理した．この

結果ビニール除去時，播種朝日後，同軸日後の8回調査

したが各区とも1株の発生も認めなかった．

⑦　病菌接種々子の播種と発病との朋係

昭89毎にトワダを種子消ヰ後催芽し，一方を伍一馬菌

の菌糸．胞子を接種lあご別時間），4月仏日播種．以

後常法通わ管理した．この結果も全株発病を認めなかっ

た．不期間中の床内最高気温平均は臥．2Cであった．

偶　床内の梶病わらの位置と発病との関係

昭鞄年に前年のふしいもち植病わらを表のように処理

し，以後常法通わ管理した．結果は敷わら区の発病が認

められたほかは全く発生しなかった．

以上のことから種子では伝染不能のようである．もし

種子に由来するとすれば，潜伏期間が後述するように6

－10日程度だからビニール除去時には発病している筈で

ある．わらの位置で吐敷わら区のみ発生したが．床内で

茂

はこのような極めて濃厚に，しかも苗と凄触したよう．な

極端な場合にのみ発病している・実際このような現象は

第1表　床内の濯病わらの位置と発病との関係

別

ビニールす

そあげ時の
発病株 数
l如／N 】

ら　 支柱巻つけ区 0 珠

吊　 下　 げ　 区 0

播種面薮わら区 0

処　　 理　　 区 0

区

羅病わ

去時の矧7日後の発
病　棟

17／V

株：数
14／V】

皆無に近いと思われるから，したがって通常管理では播

種時の操作の甲からは伝染源と表わ得るものは少ないも

のと判断される．

2．ビニール除去後の伝染源

ビニール除去後は直接外界にさらされ周辺の横わら等

から感染する機会が得られようが．感染の可否はこの時

朋の温度が最大の要因となろう・こゝではビニール除去

時以後苗代に接種した場合の発病の可能性，及び同時期

のわら上の分生胞子形成の可否忙ついて倹討した・

Ⅲ　苗代における感染時期

ビニール除去時以後弘一巧菌を直接畑苗代で毎回17時

に日印OrO8u叩On810ロ　を脱脂用法，噴蕗法，パンチ

法で上位第二葉に接種，翌8時匹とわ出してガラス室に

封き発病を促進させた・

の　野外にかける分生胞子形成時期

前項と同時期に前年産のふしいもち擢病わらを毎回5

不づつと少出し野外に放置．1週間後の胞子形成状況を



東北農業研究　第7号

調査した．これに上ると，昭祈年4月別日・掬生■5月

粗目，89年　5月7日であった・例年のビニール除去時

朋は5月上旬頃であわ．また挿秋は5月中下旬であるか

ら，この時朋の胞子形成が問題となる・したがって上記

形成時期はいずれも挿秩前で，しかもビニール除去時あ

弟2表　　畑苗代に封ける感染時期

実 施 年 次

パンチ接 l算 廃　凄 噴 霧 凄 ！脱 脂

種　　 岳 権　　 益 種　　 益 ；接 種

湿 壷　 区 湿 垂　区 放 任　 区 j放 任

昭： 8 6

月　　 日 月　　 日 月　　 日
l　月

5 ．2 4 5 ．8 0 6 ．　4 －

8　7 5 ．18 － －
L L ！！

たカに近い．いつは，畑育代の感染も前項山にみられる

ように5月8－4半句以降からをので，この2点て感染

の可能性が強い．伝染源は近くの防風しよう，横わら等

前年の被害わらによるものと推定される・

2　苗代時．挿秩後の潜伏期間

農林Ⅳ号に岱一馬菌を缶C飢時間で接種，以後表に示

す各場所KPき発病時期を観察したビニール被覆期間甲

は6月10日，野外で通一班日，不田で9－11日程度であ

った．このことから1項で述べた被ぼ期間中の感染であ

れば，おそくともすそあげ，或は除去時には発病をみる

べきで．逆に云えは，すそあげ時健全株であればそれ以

宗8表　苗代時及び挿秩後の潜伏痢間

接 種 後 の 病 株 の 定

置　 場　 所
壊 種 時 期 発 病 時 期 潜 伏 期 間

ピエ ー ル 被 葎 床 内

月　　 日 月　　 日 日

4 ．2 7 6 ．　 7 1 0

6 ． 1 8 7

7 1 8 6

1 1 1 8 1　 7

野　 外　 扁　 上

5 ．1 5 5 ．2 9 1 4

1 9 6 ．　 2 1 4

2 2 ｛ 1 8

2 7 1 0 1 4

不　　 出 【挿 秩 】

6 ．1 6 5 ．2 4 9

2 1 3 1 1 0

2 5 6 ．　 4 1 0

3 0 8 9

6 ．　 5 1 6 1 1

1 1 2 1 1 0

前には感染がをかつたと推定してもよいと考える，除去

後の感染では潜伏期間が10日以上だから（野外尾上】挿

秩時に発展することが少をく，大半は潜伏首で不田に持

込まれることになると考えられる．

第4責　　発病者の挿秋と周辺株の感染状況

病　首　の
試　　験　　年　　次

病者の挿換時の発病状況 間辺株の発病状況

移 植 不故 巨 珠病乗数 1株病文豪1‾‾衰病時期 発病株軟

コ 月　　 日

1 ／ 1 22 ．0 6 ． 1 1

8 ．0 2 0 8 ／ 1 2

2 ．7 2 3 2 ／ 1 2

4 ．0 2 3 l ／ 1 2：

1 ．7 1　 2 5 2 ／ 1 2

月　　日

5．26

l　80

昭　　37　　　≒　6・4

1　　　7

29　1　　4

昭　　38　　　と　6．4
1

1　　12

18

3　病者の本臼挿秩後の動向

1．発病苗の挿枚と周辺株の感染状況

病首は農林17号に茄一価菌を接種し，発病させ胞子形

成を誌めた株を使用した．不用は，あらかじめ1×1m

の木艦内に甲新もちl昭祈年）．蒙古稲l昭馳年）を定

植して卦き，この甲央部に前記病棟を挿秩した．

1 ．0 7 ． 1 1

1 ．0 1 1

1 ．0 1 1

1 ．0 1 3

1 ．0 1 6

20／20

20／20

20／20

20／20

20／20

周辺株の発病所要日数は年に工　差があれ卯年のよ

うに比較的短かい場合と，喝生の上，忙訂一喝日と長い

場合がある．tた，挿枚が早くても発病の同一時期と云

う現象もみられる．これらは5■－6月の気温の高低によ

るものと考えられる．すなわち高温で短かく，低温では

長びくものと推定されるものである・
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且　挿秩時の発病程度と以後の枯死状況

病棟を挿秩した場合，一般にはやがて大半枯死するも

のであるが．こゝでは発病程度に上って差があるか否か

モ検討した．表記した上うに1株の病斑形成故によって

類別し．6月16日，1．5×1．5仇の末恒内に瓢～怨株挿映

して以後の枯死状況を6月五日に調査した・

弟5表　挿秩噂の発病程匿と以後の枯死状況

1 株病 挿秩 枯死 枯死 総菜 半枯死 完全枯 健　全

斑二　・故 株数 株故j珠率；教 真　 率 死葉率 稟　率

珠 株】 痴： 枚 努 節 努

0 10 0 l㌻0・O l 鶉 0．0 1　 0・0 100．0

1 ・｝8　－1 遡　　　 8 llO・7

「‾‾‾
■64．0

；176 9．7 蹟臥 1 即．2

4　～　6 ．【空】一＿空」

町 は・

】
j l凱
吾

鐙．8 18．7

7 －　9 l ■　60．0 ■l　洪 ； 痴3 10．4

蔽 コ 20 18 郭．0 91 「‾　7．7 」 91・2 1．1

発病種皮の高い株は括着せず大部分枯死することが判

明したが，このことから挿秩時の発病株は株の枯死はも

ちろん．周辺株への伝染源ともなるので挿秩すべきでは

なレヽ．

4　苗代管理方法と発病状況

1．苗代日数について

不病の発生は昭和糾年頃から顔書になったが，この発

生実漆について連年普及所，防除所を通じて調査を行っ

ている・これに上ると，標準の苗代日数を越えたほ場に

多発の傾向をもつことがわかった．標準苗代日数を鋤一

弘日とし．朝日以上のものについて各年次毎に発生件数

の比率で示したのが第6表である．これによると苗代発

生を確認した総件故のうち，平均約花努は何れも苗代日

政が旬日以上のものであって．標準よカ長い場合に発生

をみることがほゞ明らかとなった．

窮6表　発病許代に封ける醇代目政調変

苗代日放40日以上の占める割合

年　　　　 次
発 生

件 故

4 0 日以
は の蔚芸 同 左　 率 総　 平

昭： 8 4
件 件 痴

」＿J ⊥ 7 77 ．8

乱　夜問のビニール被礫について

農家ではビニール除去後であつても，低温障害回避の

ために夜間のみ被戌をくわ返す場合が多く，　とくに山

間高冷地はどこの傾向が強い・この様式托むしろ適温適

温を得て発生を助長させる危険もふくんでいる．この点

の倹肘を播種4月14日，ビニール完全彼痩期間4月別日

まで10日間，ナそあげ4月5日～5月7日まで，以後10

日．劫日間夜間のみビニール被襟を継続し，2区制で実

施した．

粛7表　夜間のビニール被援回敏と発病との関係

1　－　－　　　－－∴：二二‾＝‾　‾‾二丁一一‾

㌻3・7聖：初発時の生育状況†

区　別≠蓋の慧読垂故．嘉芝‥備　考
株．　血　　本　　葉

標　　　嘩r l・O n・6≡2．0㌻5．8　初発6月5日

10日間夜間被榎・　2・U．n・0　2・2　5．9　生育調査は

劫日間ク．∴！竺タ．i竺1＿：軍．＿ぞ・！．上空＿」＿攣竺旦

これに上れば矢張力．夜間の被復は発生を助長させる

ことがわかる・例毎山間地ほど多発の傾向を有するれ

この原因の一つに吐斯様を管理方式にもあることが推定
される．

5　　考　　察

以上各項巳について結果の概要を述べたが，未検討項

目もあって結論は得をいが，これまでの結果から1～2

推定すれば・正常管理では発生少なく，苗代日数が長び

いたれ　ビニールの被覆管理が不良の時に発生する．こ

れは苗の徒長と・これに伴う挟間のクツ閉匿を増して水

滴の滞留時間を長くすること・更に温匿上昇もあって発

生に好条件が得られることなどが考えられる．感染は目

下の処・ビニール除去後と推定しているが，これも一応

は苗代末期ほど感染し易いとみている．もちろん高温時

ほど感染時朋は早まるであろう．この時期は潜伏期間も

長hので発病に至らない潜伏首で不田に持込まれる可能

性が強い・防除について吐正常管理を亮一とするべきで

あるが・薬剤散布では，とくに侵入防止を目的とし．ピ

エール除去直後に実俺して，感染防止につとめることが

目標でなければならないと考える．


